
名 称 染匠 吉野屋 

所在地 店舗：香川県仲多度郡琴平町旭町 286 番地 

工場：香川県仲多度郡琴平町富士見町乙 277 番地 

設立年 1912 年（大正元年） 

代表者 四代目 大野篤彦 

従業員 5 名 

H  P  http://kotohirayoshinoya.jp/ 

 

企業情報 

～公演に華を添える春色の歌舞伎幟～ 

気さくな四代目を囲んで集合写真 

   

 

  

 

 

～温故知新をテーマに古き良き街並みを彩る～ 

今回ご紹介する企業は、琴平町に所在する「染匠 

吉野屋」です。染匠吉野屋では、「讃岐のり染め」と

いう手法で、四国こんぴら歌舞伎大芝居の幟（のぼり）

をはじめ、琴平町の氏子祭りの法被や大漁旗・暖簾等、

一点一点手作業で製作しています。 

取材当日は琴平町の若手職員もお誘いして、四代目

大野篤彦さんにお話を伺いました。普段は入ることの

できない作業場で、まさに一点物の作品や商売道具に

も触れることができました。 

 

●香川県の伝統的工芸品「讃岐のり染め」 

もち米・食塩・石灰・糠で作られた糊を布地に置き、 

糊を置いた個所の染料が混ざり合わないように模様を 

染め上げるのが特徴です。一枚一枚手作業で染め上げ 

ているので手間や時間はかかりますが、プリントとは 

異なった趣きや味わいがあります。 

こんぴら歌舞伎の幟は第一回目（昭和 60 年）から 

染匠吉野屋が製作しており、今でも毎年 80～150 本 

ほど製作しています。職人自身が一本一本、役者さん 

をイメージしてデザインや配色を一から考えて作り上 

げます。繁忙期には何本かを同時に作っていくのです 

が、大体 1 本完成させるのに 1 週間ほどかかります。 

 

●こだわりのオンリーワンができるまで 

               大学で日本画を学び、印刷会社のデザイナーを経て 

家業を継ぎました。幼少期から父や祖父の姿や色鮮や 

かに染め上がる作品を見て「楽しそうだな」と思って 

いましたが、いざ自分がやってみるとめちゃくちゃ難 

しい！布地に糊を置く「筒引き」ひとつとっても一定 

の太さで引くには熟練の技が必要ですし、ちょうどよ 

い糊の硬さになるよう原料の配合にも職人それぞれに 

‶こだわり“があります。 

http://kotohirayoshinoya.jp/


色とりどりの染料、映えますね 

情報発信力の高いビームスとの連携は初めて 

ね 

青く美しい藍の乾燥葉 

ね 

染匠吉野屋ならではの発色にも、職人のこだわりや信

念があります。天日干しで乾燥させると色が定着するの

で、気候が良く変わる季節は天気を見ながら作業日程を

組みます。色が偏らないように、影にならないように注

意しながら乾かしますが、最終的には経験からくる感覚

が頼りになります。お客様に長く使ってもらえるよう、

また目で見て楽しんでいただけるよう想いを込めて作品

を作り上げています。 

 

●温故知新でメード・イン・香川の新たなビジネスモデルへ 

代々受け継がれてきた手法や道具を大切にしなが 

                 らも、今までの枠にとらわれない讃岐のモノづくり 

にチャレンジしています。こんぴら歌舞伎の幟で仕 

立てたトートバッグ（KONBAG）や、人気セレクト 

ショップ「BEAMS JAPAN」とのコラボ商品なども 

製作しています。私どもの「讃岐のり染め」を通し 

て、歌舞伎ファンだけではなく、より多くの方々に 

地元香川の伝統芸能と伝統工芸の魅力をどんどん発

信していきたいですね。 

 

実は数年前から「讃岐のり染め」とは別に、新たな讃岐の 

モノづくりにチャレンジしています。仲間とともに一念発起 

して、藍染めの古来の製法「正藍染」を栃木の藍染職人のも 

とで修行しました。藍は肌に優しく抗菌作用があり、藍茶は 

薬代わりにもなることは意外と知られていませんよね。特に 

薬品を使わず手間と時間をかけて染めた「正藍染」は美しい 

色合いや独特な風合いはもちろんのこと、色落ちも色移りの 

心配もありません。共感してくれる地元の若手農家にも声を 

掛けて、藍の栽培から染色まで琴平町内で一貫して行う循環 

型のビジネスモデルを始めています。まだまだ始めたばかりですが、将来的には「正藍 

染」が香川を代表する地域ブランドとなれるよう、信頼できる仲間とともに新たなビジ 

ネスモデルを大切に育てていきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載している情報は、令和元年 10 月時点のものです。 

掲載している写真は、同社よりご提供いただきました。 

【取材後記】 

・幟でおなじみの鮮やかなデザインを生かしたハンドバッグや正藍染のＴシャツも大人気だとか。琴平町に出かけた際に

は、お土産にいかがでしょうか。（局 統括金融証券検査官 渡辺雅生） 

・伝統を重んじるだけではなく、常に自分達の新しいアイデアで事業を切り開いていく大野さんの話を聞いて、大きな刺

激を得られました。（局 管財総括第一課 髙井竜平） 

・一つ一つの作品に膨大な時間をかけて制作していることに驚きました。大野さんの心のこもった作品をぜひ使ってみた

いと思います。（局 金融監督第二課 藤田琢人） 


